
【６】

善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を
顕
彰
す
る

会
（
会
長
・
沼
崎
喜
一
町
長
）」
が
設

立
さ
れ
、秦
善
幸
さ
ん
紳
と
親
し
ま
れ

た
鈴
木
元
総
理
の
勲
功
を
後
世
に
伝

え
る
活
動
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
同
会
で
は
、
生
誕
１
０
０
年
と
な

る
平
成
　
年
を
目
標
に
鈴
木
善
幸
像

２３

と
顕
彰
碑
の
建
立
、
鈴
木
善
幸
記
念

館（
文
庫
）建
設
基
金
の
積
み
立
て
、

記
念
行
事
な
ど
を
計
画
し
、
募
金
活

動
を
展
開
。
同
会
に
は
趣
旨
に
賛
同

す
る
個
人
や
団
体
か
ら
多
く
の
募
金

が
寄
せ
ら
れ
、
活
動
開
始
か
ら
わ
ず

か
２
年
余
り
で
目
標
額
を
超
え
る
約

３
９
０
０
万
円
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
記
念
行
事
と
し
て
　
年
　
月
　
日

１８

１０

２７

臣
善
幸
さ
ん
紳
の
逝
去
を
惜
し
み
、
弔
問

記
帳
所
に
は
多
く
の
町
民
が
訪
れ
た

町民お別れの会の様子。写真中央は遺族を代表
してあいさつする長男の鈴木俊一衆議院議員 「

顕
彰
す
る
会
」の
発
足

国
民
か
ら
親
し
ま
れ
た
秦
善
幸
さ
ん
紳
の
勲
功
を
伝
え
る
活
動
が
始
ま
っ
た

多
く
の
人
が
逝
去
を
惜
し
む

　
平
成
　
年
７
月
　
日
、
鈴
木
善
幸

１６

１９

元
総
理
は
　
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え

９３

ら
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
庁
舎
前
に
哀
悼
の
意
を
示

す
半
旗
を
掲
げ
、　

日
か
ら
２
日
間

２１

役
場
玄
関
ホ
ー
ル
に
弔
問
記
帳
所
を

設
置
。
町
民
ら
９
５
３
人
が
記
帳
に

訪
れ
ま
し
た
。
同
年
９
月
　
日
に
は

１１

町
中
央
公
民
館
で
「
町
民
お
別
れ
の

会
」
が
行
わ
れ
、
本
町
を
は
じ
め
近

隣
市
町
村
か
ら
７
４
０
人
が
参
列
。

地
域
の
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
し

た
故
人
の
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

顕
彰
す
る
会
に
募
金
集
ま
る

　
鈴
木
元
総
理
が
亡
く
な
ら
れ
て
か

ら
２
年
後
の
　
年
７
月
２
日
、「
鈴
木

１８
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平
成
　
年
７
月
、
鈴
木
元
総
理
が
逝
去
さ
れ
、

１６

関
係
者
や
町
民
に
深
い
悲
し
み
が
広
が
り
ま
す
。

そ
の
２
年
後
に
「
鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
を

顕
彰
す
る
会
」
が
発
足
、秦
善
幸
さ
ん
紳
の
多
大
な

功
績
を
後
世
に
伝
え
る
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

に
大
沢
小
に
大
漁
旗
を
贈
っ
た
ほ
か
、

　
月
３
日
に
は
記
念
式
典
や
鈴
木
元

１１総
理
を
し
の
ぶ
ビ
デ
オ
の
上
映
、
大

沢
小
の
全
校
表
現
劇
「
海
よ
光
れ
」

の
上
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【７】

平成１８年に大沢小へ贈った大漁旗。全校表現劇「海よ光れ」のラストシーンで使用される

顕
彰
す
る
会
に
は
多
く
の
個
人
や
団
体
か

ら
募
金
が
寄
せ
ら
れ
た
（
鈴
木
元
総
理
の

出
身
校
で
あ
る
旧
東
京
水
産
大
学
の
同
窓

会
「
楽
水
会
」
に
よ
る
寄
付
金
贈
呈
式
）

第１回記念事業で行われた大沢小「海よ光れ」の一幕

趣
旨
に
賛
同
す
る
沿
岸
市
町
村
や
漁
協
関

係
者
、
町
内
各
種
団
体
な
ど
　
団
体
が
出

６０

席
し
た
設
立
総
会
の
様
子
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